
平
成
四
年
四
月
二
十
一
日
受
領 

 
 

 
 

 

答

弁

第

五

号 
   

衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
信
楽
高
原
鉄
道
列
車
衝
突
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
一
二
三
第
五
号 

平
成
四
年
四
月
二
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 

内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

宮 

澤 

喜 

一 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
信
楽
高
原
鉄
道
列
車
衝
突
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
調
査
事
項
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
調
査
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、
結

果
を
公
表
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
早
期
に
結
論
が
出
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

鑑
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
引
き
続
き
鑑
定
人
に
よ
る
分
析
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
結
論
を
得
る
に
は
、
な
お
時
間
を
要
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
早
期
に
結
論
が
出
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
調
査
検
討
会
に
お
い
て
は
、
現
在
、
調
査
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
結
論
を 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
及
び
信
楽
高
原
鉄
道
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
解
体
に
つ
い
て
は
、
両
社
が
各
々
判
断
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

示
す
時
期
及
び
具
体
的
な
検
討
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

御
指
摘
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
遺
族
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を

も
っ
て
あ
た
る
よ
う
関
係
者
を
指
導
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
調
査
検
討
会
は
、
平
成
三
年
八
月
以
来
こ
れ
ま
で
に
五
回
開
催
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
間
、
現
地

調
査
は
三
回
行
っ
て
い
る
。 

四 

 




